
ご
支
援
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ごご
支支
援援
、、ごご
協協
力力
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。

本本
年年
４４
月月
にに
施施
行行
ささ
れれ
まま
しし
たた
県県
議議
会会
議議
員員
選選
挙挙
でで
はは
、、
５５
期期

１１７７
年年
にに
わわ
たた
りり
県県
議議
会会
議議
員員
をを
務務
めめ
らら
れれ
まま
しし
たた
、、
前前
田田
富富
雄雄
県県

議議
のの
後後
継継
者者
とと
しし
てて
、、
まま
たた
、、
建建
設設
長長
崎崎
のの
仲仲
間間
のの
代代
表表
とと
しし
てて
、、

多多
くく
のの
支支
援援
組組
合合
のの
代代
表表
とと
しし
てて
、、
小小
零零
細細
のの
職職
場場
でで
働働
くく
人人
達達

のの
代代
表表
とと
しし
てて
、、
そそ
しし
てて
地地
域域
のの
皆皆
ささ
んん
のの
代代
表表
とと
しし
てて
、、
多多
くく

のの
皆皆
様様
方方
のの
ごご
支支
援援
をを
いい
たた
だだ
きき
、、
厳厳
しし
いい
選選
挙挙
のの
中中
かか
らら
当当
選選

をを
果果
たた
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
、、
心心
よよ
りり
おお
礼礼
をを
申申
しし
上上
げげ
たた

いい
とと
存存
じじ
まま
すす
。。

県県
議議
会会
へへ
初初
当当
選選
以以
来来
６６
ヵヵ
月月
がが
経経
過過
しし
、、
２２
回回
目目
のの
県県
議議
会会

本本
会会
議議
でで
、、
議議
員員
とと
しし
てて
初初
めめ
てて
のの
一一
般般
質質
問問
へへ
のの
登登
壇壇
をを
行行
いい

まま
しし
たた
。。

傍傍
聴聴
にに
ごご
出出
席席
頂頂
きき
まま
しし
たた
皆皆
様様
にに
はは
、、
ごご
多多
忙忙
なな
中中
にに
ああ
りり

がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
、、
力力
強強
いい
後後
押押
しし
をを
頂頂
きき
感感
謝謝
をを
申申
しし
上上

げ
ま
す
。

無
我
夢
中
で
の
一
般
質
問
で
、
十
分
に
意
を
尽
く
せ

な
い
と
こ
ろ
も
有
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
場
で
働

く
人
達
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
苦
し
い
現
状
に
目
を

向
け
、少
し
で
も
生
活
の
向
上
を
目
指
す
た
め
に
、し
っ

か
り
と
物
を
言
い
、
実
行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
発
行
致
し
ま
し
た「
金
子
三
智
郎
県
議
会
報
告
」

の
中
で
、
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
抜
粋
と
な
り
ま
す
が

ご
報
告
致
し
ま
す
。
ご
意
見
な
ど
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
様
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
県
議
金
子
三
智
郎
へ
の

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
県
議
会
報
告
発
行
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

景気浮揚策で雇用創出を！
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９
月
定
例
県
議
会
９
月
１０
日
▼
１０
月
５
日

県議会報告発行に際してのごあいさつ

▼
▼
県県
議議
会会
初初
のの
一一
般般
質質
問問
▲
▲

（（
２２
・・
３３
面面
））



特
別
委
員
会
は
少
子
・
高
齢

対
策
特
別
委
員
会
に
所
属
し
ま

し
た
。
県
外
の
現
状
視
察
で
、

今
回
は
石
川
県
と
福
井
県
の
先

進
地
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

２１
日

移
動
日
。
福
岡
空
港
発

〜
富
山
空
港
、
そ
の
後
石
川
県

へ
移
動
。

２２
日

朝
か
ら
大
雨
洪
水
警
報

が
発
令
さ
れ
、
天
を
突
く
よ
う

な
大
雨
、
一
目
散
に
視
察
地
へ
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ま

す
ほ
の
里
」
へ
、
明
る
く
て
き

れ
い
な
建
物
で
あ
る
。
入
居
の

グ
ル
ー
プ
分
け
は
介
護
の
程
度

で
は
な
く
、
地
域
別
の
グ
ル
ー

プ
分
け
と
し
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
孤
立
感
の
防
止
に
は
効
果

が
あ
り
そ
う
で
す
。

◆
石
川
県
庁
へ
、
こ
ど
も
の
施

策
で
は
先
進
的
な
取
り
組
み
。

保
育
所
の
設
置
は
日
本
一
で
待

機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
ま
た
、

少
子
化
対
策
で
３
子
が
生
ま
れ

た
場
合
、
様
々
な
恩
典
を
実
施
。

２３
日

福
井
県
庁
へ
、
女
性
の

就
職
率
と
共
働
き
所
帯
数
は
全

国
ト
ッ
プ
。
保
育
所
の
待
機
児

童
は
ゼ
ロ
。
福
井
県
は
、
昨
年

の
出
生
率
が
増
加
に
転
じ
た
全

国
唯
一
の
県
で
す
。

※
両
県
と
も
北
陸
の
地
域
性
か

福
祉
面
の
充
実
は
高
い
も
の
が

有
り
ま
し
た
、
し
か
し
県
民
所

得
も
非
常
に
高
位
に
あ
り
長
崎

県
の
経
済
浮
揚
が
欠
か
せ
な
い

要
件
か
な
と
強
く
感
じ
た
視
察

で
し
た
。

常
任
委
員
会
は
経
済
労
働
委

員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
県

内
視
察
は
県
北
地
域
を
視
察
調

査
致
し
ま
し
た
。

６
日

波
佐
見
町
役
場
へ
、
大

型
工
業
団
地
の
造
成
を
控
え
て

元
気
な
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

造
成
の
町
内
業
者
発
注
な
ど
の

要
望
事
項
を
受
け
ま
し
た
。

ア
リ
ア
ケ
ジ
ャ
パ
ン
へ
、
食

品
加
工
工
場
の
見
学
、
雇
用
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
。

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
へ
、

生
徒
の
熱
心
な
授
業
を
見
学
。

７
日

中
興
化
成
工
業
、
車
両

の
側
面
安
全
バ
ッ
グ
工
場
の
見

学
、
雇
用
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
。環

境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
、

落
成
式
に
来
て
い
ま
し
た
。
改

め
て
じ
っ
く
り
と
見
学
。

●８月２６日／長崎県建設産業労働組合大村支部青年部主催

［住宅デー］大村子供の家奉仕活動
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８月２６日、大村子供の家で子供たちの夏休みの作品づくりとして
「プランター」「傘立て」「棚」を青年部の指導で作製 ５月２４日、長崎県環境保健研究センター落成式に出席

少
子
・
高
齢
対
策
特
別
委
員
会
県
外
現
地
調
査（
石
川
県

福
井
県

）

平
成
１９
年
８
月
２１
日
〜
２３
日

経
済
労
働
委
員
会
県
内
視
察
調
査（
県
北
方
面
）

平
成
１９
年
９
月
６
日
〜
７
日

金金
子子
県県
議議
のの

視視
察察
活活
動動
報報
告告

�▲８月２２日、特別養護老人ホーム「ま
すほの里」（石川県）を視察

８
月
２３
日
、
福
井
県
議
会
議
事

堂
前
で

波佐見町との意見交換

９月６日、佐世保高等技術専門校で「産業人材育成」
の現状を視察

４�第１号【県議会特集号】金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告２００７年（平成１９年）１０月２０日発行



弁

金
子
知
事

答

Q U E S T I O N

公契約条例（公共工事における賃金等
確保条例）制定について

�低価格での落札工事での賃金支払の実態について
�公共工事における労働者の賃金・労働条件を

守るための公契約条例の制定を

2弁

金
子
知
事

答

弁

土
木
部
長

答

弁

福
祉
保
険
部
長

答

弁

教
育
長

答

Q
U

E
S

T
I

O
N

国
土
交
通
省
の「
建
設
産
業
政
策
2
0
0
7
」

に
つ
い
て
、「
人
づ
く
り
」の
観
点
か
ら

�
賃
金
等
の
労
働
条
件
等
の
悪
化
、若
年
労
働
者
の
新
規
入
職
の
減
少
の

現
状
と
対
応
に
つ
い
て

�
建
設
業
就
業
者
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
将
来
の
担
い
手
不
足

へ
の
対
応
に
つ
い
て

�
技
術
・
技
能
の
円
滑
な
承
継
に
対
す
る
懸
念
に
つ
い
て

3弁

土
木
部
長

答

長
崎
県
の
景
気
浮
揚
と
県
民

の
購
買
力
向
上
策
に
つ
い
て
は
、

�
本
県
で
は
県
政
運
営
の
柱
で

あ
る
「
な
が
さ
き
夢
、
元
気
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、

本
県
経
済
の
活
性
化
に
力
を
注

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
県
の
財
政
状
況
は
地
方
交

付
税
等
の
大
幅
な
削
減
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
い

ま
の
ま
ま
で
は
５
年
後
に
財
源

調
整
の
為
の
基
金
が
枯
渇
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
収
支
改
善
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
の
中

で
、
国
の
政
策
減
税
に
基
づ
か

な
い
県
独
自
の
減
税
措
置
を
講

ず
る
こ
と
は
、
大
き
な
財
政
負

担
と
な
り
、
�
金
券
の
発
行
に

つ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
の
一
つ
の
手
法
で
は

あ
り
ま
す
が
、
消
費
の
拡
大
に

ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
る
の
か
、

見
通
し
難
い
と
考
え
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に

活
用
す
る
に
は
金
券
よ
り
も
、

子
育
て
、
福
祉
、
産
業
振
興
、

雇
用
等
の
県
民
が
抱
え
て
い
る

課
題
に
直
接
対
応
す
る
施
策
に

重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

本
県
、
経
済
の
活
性
化
と
県

民
所
得
の
向
上
に
向
け
て
事
業

の
選
択
と
集
中
に
よ
り
効
率
的

な
施
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
施
策
の

一
つ
と
考
え
ま

す
。
現
行
の
労

働
法
体
系
と
の

調
整
が
必
要
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
９４
号

条
約
の
批
准
に

関
す
る
国
の
動

向
を
見
守
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。本

県
は
、
公
共
工
事
に
お
い

て
は
全
国
で
最
も
高
い
レ
ベ
ル

の
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
現
場
経
験
が
豊
富
な
、

現
場
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
、
施
工
体

制
点
検
等
強
化
し
下
請
け
金
額

の
支
払
方
法
の
確
認
と
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
関
係
団
体
と
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
適
切

な
元
請
け
・
下
請
け
関
係
が
築

か
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

昨
年
１１
月
に
発
注
し
た
ト
ン

ネ
ル
工
事
は
最
低
制
限
価
格
が

設
定
で
き
な
い
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象

工
事
で
あ
り
、
落
札
率
は
５２
・

９
％
で
し
た
。

こ
の
工
事
の
賃
金
支
払
の
実

績
等
の
確
認
で
は
、
設
計
労
務

費
単
価
に
対
し
て
、
８７
％
〜

１
０
６
％
の
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
下
請
け
工
事
契
約
で

は
不
適
切
な
事
例
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
引
き
続
き

指
導
し
た
。

次
に
県
内
の
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
就
労
状
況

は
、
登
録
者
数
は
、
７
、４
９
８

名
で
介
護
職
員
と
し
て
の
就
労

者
は
、
３
、９
１
７
名
。

介
護
福
祉
士
を
除
く
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
等
の
介
護
員
は
、
１

万
３
、８
０
０
名
が
就
労
。
常

勤
職
員
の
占
め
る
割
合
が
全
国

に
比
べ
て
長
崎
県
は
高
い
。

今
後
、
団
塊
の
世
代
を
含
め

た
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
る

介
護
体
制
も
高
齢
者
が
要
介
護

者
と
な
ら
ず
に
、
出
来
る
だ
け

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

「
在
宅
医
」等
が
一
体
的
に
提
供

で
き
る
地
域
ケ
ア
体
制
の
整
備

と
介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。給
与
は
全
国
平
均

を
１３
〜
１９
万
下
回
っ
て
い
ま
す
。

一
年
間
の
離
職
率
は
２０
・

３
％
と
全
労
働
者
の
１７
・
５
％

よ
り
上
回
っ
て
い
ま
す
。「
社

会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
者
の

確
保
を
図
る
為
の
措
置
に
関
す

る
基
本
的
な
指
針
」
に
沿
っ
て

役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
教

職
員
の
勤
務
実
態
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
な
が

ら
、
教
育
活
動
を
円
滑
に
推
進

し
、
教
職
員
の
健
康
を
保
持
す

る
た
め
に
、
休
暇
の
と
り
や
す

い
環
境
や
定
時
退
庁
日
や
、

ノ
ー
部
活
デ
ー
の
設
定
と
か
、

Ｏ
Ａ
機
器
の
利
用
に
よ
る
事
務

の
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
教
員
の
健
康
に
も

配
慮
指
導
す
る
と
と
も
に
、
事

務
的
業
務
の
負
担
軽
減
、
雇
用

を
図
る
た
め
に
、「
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
」
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
開
発
を
目
指
し
現
在
県
内
地

区
で
、
試
行
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
教
員
の
長
時
間
勤
務

の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
体
制
に
つ
い

て
は
、
勤
務
状
態
の
把
握
、
健

康
管
理
法
に
よ
る
面
接
指
導
を

実
施
す
る
な
ど
、
適
切
な
健
康

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
心
の
健
康
管
理
の
観
点

か
ら
小
・
中
学
校
、
県
立
学
校

を
通
じ
日
頃
か
ら
職
員
間
の
意

思
疎
通
を
は
か
り
、
相
談
し
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
等

に
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
１８
年
の
本
県
の
建
設
業

に
従
事
す
る
労
働
者
の
年
間
賃

金
は
、
約
４
０
０
万
円
で
全
国

よ
り
１０
万
円
安
く
な
っ
て
い
る
。

年
間
の
総
労
働
時
間
は

２
、２
４
４
時
間
と
長
く
、
本

県
の
建
設
業
就
労
者
数
は
、
平

成
１７
年
の
国
勢
調
査
に
よ
り
ま

す
と
６
７
、０
９
６
人
で
前
回

よ
り
１
４
、０
０
０
人（
１７
％
）

減
少
。
年
齢
は
５０
歳
以
上
が
、

４３
％
を
占
め
て
い
る
。

新
規
高
卒
者
の
県
内
建
設
業

へ
の
就
業
は
１
９
４
人
と
年
々

減
少
。

技
術
・
技
能
の
円
滑
な
承
継

に
対
す
る
懸
念
は
、
優
秀
な
工

事
、
技
術
者
を
表
彰
す
る
と
と

も
に
主
観
的
な
加
算
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
は
専
門
技
術
を
発

揮
し
た
優
秀
な
下
請
け
業
者
も

表
彰
す
る
制
度
も
創
設
予
定
。

さ
ら
に
、
住
宅
フ
ェ
ア
や
土

木
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
現
場
見
学

会
な
ど
を
通
し
て
、
建
設
産
業

へ
の
新
規
入
職
を
促
す
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

質
問
●
Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
５２
・
９
％
で
落
札
し
、

賃
金
８７
〜
１
０
６
％
労
賃
を
払
え
る
と
す

れ
ば
、
ど
ん
な
見
積
も
り
を
県
は
し
た
の

か
？

﹇
土
木
部
長
﹈設
計
労
務
単
価
は
、
発
注
予

定
額
を
決
め
る
際
の
単
価
で
実
際
に
支
払

わ
れ
た
額
を
確
認
し
た
も
の
で
、
途
中
の

下
請
の
企
業
に
支
払
わ
れ
た
額
で
は
な
い
。

質
問
●
県
内
業
者
の
支
払
状
況
は
？

﹇
土
木
部
長
﹈一
般
的
な
県
内
発
注
工
事
、

平
成
１８
年
度
の
調
査
で
は
普
通
作
業
員
、

設
計
労
務
単
価
の
８７
・
１
％
、
１
１
、０

０
０
円
に
対
し
９
、６
７
０
円
で
あ
り
、

例
え
ば
、
大
工
の
場
合
１
５
、５
０
０
円

に
対
し
、
１
２
、５
４
０
円
で
し
た
。

実
態
を
ど
う
調
査
し
て
い
く
か
、
今
後

の
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
き
た
い
。

質
問
●「
建
設
産
業
政
策
２
０
０
７
」に
つ

い
て
の
技
能
承
継
の
問
題
、
主
観
と
し
て

の
加
算
点
を
一
律
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

﹇
土
木
部
長
﹈総
合
評
価
の
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
、
各
種
資
格
、
技
能
等
の

評
価
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

質
問
●
建
築
現
場
で
は
、
技
能
士
、
技
術

者
が
減
少
。
他
産
業
と
同
等
に
対
処
し
て

ほ
し
い
。

﹇
土
木
部
長
﹈引
き
続
き
、
総
合
評
価
等
を

含
め
て
、
企
業
評
価
等
の
場
で
の
扱
い
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
●
介
護
保
険
に
つ
い
て

全
産
業
、
平
均
月
収
の
２
／
３
し
か
介

護
従
事
者
は
な
い
。
こ
の
収
入
実
態
で
１０

年
後
、
１５
年
後
、
介
護
要
員
が
充
足
で
き

る
の
か
？

﹇
福
祉
保
健
部
長
﹈介
護
報
酬
は
国
の
定
め

た
報
酬
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
県
と

し
て
も
国
が
適
切
に
設
定
し
て
頂
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
関
係
部
局
と
も
連
携
を
取
り
、

実
態
の
把
握
と
介
護
の
仕
事
を
長
く
で
き

る
環
境
整
備
を
ど
う
整
え
る
か
、
運
営
さ

れ
る
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

【
関
連
質
問
】

質
問
●
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
の
発
展

を
見
越
し
て
、
本
県
の
地
域
振
興
に
ど
の

よ
う
な
戦
略
を
持
っ
て
取
り
組
む
の
か
。

﹇
知
事
﹈長
崎
県
は
、
今
１
４
７
万
人
で
減

少
の
主
な
要
因
は
離
島
の
減
少
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
投
資
で
景
気
維
持
は
難
し

い
。
人
口
減
少
と
言
う
現
実
に
沿
っ
た
行

政
の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
る
時
だ
と
思

い
ま
す
。

質
問
●
県
工
事
に
お
い
て
、
下
請
け
、
孫

請
け
の
割
合
は
ど
れ
程
か
？

県
内
労
働
者
の
賃
金
実
態
は
？
適
正
な

賃
金
改
善
は
？

﹇
土
木
部
長
﹈県
発
注
工
事
は
、
平
成
１８
年

度
で
請
負
工
事
５
０
０
万
円
以
上
、
１
、

５
６
２
件
で
、
下
請
け
は
１
、３
７
６
件

（
８８
％
）
発
注
額
は
、
７
７
０
億
円
、
下

請
け
施
工
は
、
お
お
む
ね
５
割
で
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
で
は
、
個
別
の
実
態
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
実
態
の
把
握

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

要
望

平
成
１６
年
１２
月
に
公
共
工
事
に
お
け
る

賃
金
確
保
法
の
法
律
（
仮
称
）
を
、
国
に

対
す
る
意
見
書
を
議
決
し
た
。

労
働
条
件
が
元
請
さ
ん
よ
り
も
下

請
の
人
が
悪
く
な
る
こ
と
を
防
ご
う

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
国
に
対
し
て

意
見
を
言
っ
て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
。

「
適
切
な
」
と
い
う
意
味
は
難
し
い
。

し
っ
か
り
考
え
て
ほ
し
い
。

金子三智郎県議 質問事項質質問問事事項項

Q U E S T I O N

長崎県の景気浮揚と
県民の購買力向上策について

�県独自の大幅な減税の可能性
�購買力の向上策としての「元気ば出す（県・券）」の

「金券」発行について

1

Q
U

E
S

T
I

O
N

将
来
人
口
推
移
と
介
護
保
険
の

団
塊
の
世
代
へ
の
対
応
に
つ
い
て

�
介
護
福
祉
士
の
就
労
状
況
に
つ
い
て

�
今
後
１０
年
間
の
充
足
予
定
に
つ
い
て

�
介
護
現
場
で
働
く
人
達
の
実
態
に
つ
い
て

�
介
護
現
場
の
離
職
率
の
高
さ
に
対
す
る
対
応
は

�
今
後
の
介
護
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

4

Q U E S T I O N

文部科学省が実施した
教職員の勤務実態調査の

結果について
�長崎県の教育現場の時間外労働時間の実態について

�労働安全衛生体制の確立の状況について

5

補
足
・
関
連
質
問
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